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  ▲ 教育長から表彰状授与の瞬間 

須賀川市立小塩江中学校 学校たより No．２１                平成２８年 ２月１２日 

 

 

 

 

学校内の草花（２月） 

【教育目標】 健康（心身を鍛え根気強い生徒） 友愛（親切で協力する生徒） 進取（すすんで学び合う生徒） 

＜最優秀賞＞（須賀川商工会議所会頭賞）   大槻 千明さん（２年）    

＜佳  作＞  渡邉 咲良さん（２年） 佐久間瀬那くん（２年）  ＜入  選＞  安藤裕貴くん（１年） 

ごあいさつ  －立春 がんばれ ３年生－ 

立春。暦の上では春となりましたが、まだまだ寒い日が続いています。 

３年生の受験が本番を迎えています。２月２日、３日は県立高校Ⅰ期選抜試験が実施され、本校３年生生徒の何人か 

も試験に臨みました。後日、合否の結果が発表となり、うれしい知らせに歓喜にわいた一日となったわけですが、大一番は 

あと一ヶ月先のⅡ期選抜試験。Ⅰ期選抜試験で合格通知を手にした子どもたちも「本当に喜び合うのは、幼稚園からずっ 

と一緒だったクラスの友達全員が合格してから」と、さらに気を引き締め、仲間のためにともに学習に打ち込んでいくことを誓 

っていました。学校としましても全員が合格するまで、最大限の指導をしていまいります。 

 卒業式に向けての練習も始まり、平成２７年度もあと一ヶ月あまりとなりました。学習のまとめをしっかり行なうと同時に、進学、進級に向けての

「やるぞ」という気持ちをしっかり持たせていきたいと思います。保護者、地域の皆さまのさらなるご協力のほどどうぞよろしくお願いします。                                     

（須賀川市立小塩江中学校長 菅野 哲哉） 

 

今年で第２７回目となる田善顕彰版画展において、約３，０００点の

作品の中から、上記のとおり、本校から１名の生徒の作品が最優秀賞を、

３名の生徒がそれぞれ佳作・入選を受賞しました。大槻さんが獲得した

最優秀賞（須賀川商工会議所会頭賞）は、実質２位にあたる快挙です。 

２月７日（日）、ＣＣＧＡ現代グラフィックアートセンターにおいて開

催された表彰式では、市長はじめ多くの来賓臨席のもと、大槻さんに渡

邉達雄 須賀川商工会議所会頭から表彰状が伝達されました。堂々と表

彰状をもらう大槻さんの姿はとても立派でした。 

審査委員長から大槻さんの作品について、「何気ない日常の風景だが、

遠近法を上手に使うとともに白と黒の濃淡バランスが絶妙で趣のあるす

ばらしい作品に仕上がりました」と講 

評がありました。 

４名の作品はもちろんのこと、今回 

の出品したすべての作品から生徒それ 

ぞれの思いや豊かな感性を感じとるこ 

とができました。指導にあたった美術 

担当教員との“まちの先生”酒井京子 

先生の指導に心から感謝しています。 
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○ 全国的にインフルエンザが蔓延しています。須賀川市内でも中心部で特に多く罹患者が出ています。小塩江 

では、まだ下火ですが油断は禁物。ご家庭でもお子さんの予防にご協力をお願いします。 

○ 降雪やインフルエンザ蔓延による登校時刻や下校時刻の急な変更のお知らせにつきまして、「一斉メール配信システム」を活用し、

ご家庭に連絡をさせていただいております。未加入の保護者の方につきましては加入くださいますよう再度ご協力願います。 

 

 

 

 節分の日には生徒会が主催し、小塩江中恒例の豆まきを行ないま 

した。生徒会が鬼の住む（？）各教室を訪問、「鬼は外！福は内！」 

と豆をまいて鬼を退治し福を呼び込みました。 

「忘れ物鬼」「勉強嫌い鬼」「整理整頓できない鬼」･･･。教室から 

鬼はみんな逃げてていったはずだし、代わりにいいことをいっぱい 

もたらす幸せの福の神がやってきたはず。これで小塩江中にはいい  ▲ 生徒会豆をまく！     ▲  

ことがいっぱいあるはずです。ところで･･･。生徒会は職員室にも豆をまいてくれましたが、職員室にはどんな鬼がいたのでしょう。 

生徒はある職員のところを重点的にまいていましたが、あれは気のせい？(笑） 

１月３１日（日）。天栄村羽鳥湖高原レジーナの森にて「２０１６ 

スポーツ雪合戦東日本大会」が開催され、本校の軟式野球部改め、 

一日だけの雪合戦部（有志）を結成し、一般の部に出場。参加４２ 

チーム中、唯一の中学生チームとなった我らがチーム名「小塩江中 

学校」は、他の成人チームにひるむことなく、戦いました。 

たかが雪合戦と思ってしまうのは大間違い。「７人VS７人で戦う 

こと」「試合の中で使える球数は９０球」「障害物を上手に活用しな 

がら制限時間内に相手を全滅させるか、相手陣地内の旗を取るかし 

たらそのセットは勝ち」「２セットを先に取った方が勝ち」…。な 

ど、競技としての雪合戦ともなると、しっかりとしたルールがある 

のです 

リーグ戦で勝ったチームが決勝トーナメント戦へと駒を進める日 

程でしたが、小塩江中学校は初戦「MTCネイキッズ」と対戦。初戦の 

緊張からか０－２で負けてしまいましたが、次の「肩こり圭」戦で 

は普段の勢いそのままに第１セット快勝！このまま勝利かと思われ 

ましたが、第２セット痛恨のルール違反で落としてしまうと流れを    ▲  気合い・気力・団結 小塩江中 
引き戻すことはできず、３セット目も落としてしまい、１－２で惜敗。負残念な結果となりましたが、最後まで自分の力を出し切っ

て頑張る姿は他チームに引けを取りませんでした。 

試合後、雪合戦の面白さを知るとともに負けた悔しさも手伝って、「来年も出る」と口々に話していた子どもたちです。いい経験

ができました。寒い中、引率、応援をしてくださいました保護者の皆様に心より感謝申し上げます。お疲れ様でした。           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力の強い大人と試合をするということで、練習からいろいろと戦術や役割分担を考えてきました。当日、一試合目はとても緊張

して練習したことを生かせないまま負けてしまいました。二試合目は、反省を生かして幸先よく一セット目を取ることができまし

たが、二セット目で痛恨のルール違反。そのまま三セット目も取られて試合に負けてしまいました。悔しかったです。 

たかが雪合戦といわれたときは思っていましたが、とても奥が深く、楽しさと難しさをあわせて感じました。機会があったらま

た出たいと思いました。１年生の皆さんは、来年もぜひ出場して今年の雪辱を果たしてほしいと思います。 

雪合戦部監督（野球部部長）  ２年 吉田 健人 

旗取ったどぉ！ 


